私の意見（城山周辺の観光）

◯　東京から赴任して、松江城山周辺に自分自身は３年、家族は６年住み、趣味のサイクリングとウォーキングでこの辺りを歩き回り、俳句を作りながら松江の四季折々のすばらしさを実感した経験から（通勤はほとんど毎日城山を徒歩で通過しながら、毎日の風景の変化を楽しんだもの）
◯　また、現在ではおそらく全国有数の山陰観光リピーターであるという自負から（最近は、四季おりおりの霊峰大山と日没の美しさ、境港のマツバガニなど地どれ海鮮、スキー、ゴルフ、海水浴、トライアスロンなどのスポーツ、かけ流しの湯量豊富な温泉、日本最大級の弥生集落「むきばんだ」などに惹かれて米子中心の活動ですが、社寺縁座の会、昔唱えた県境を越えた中海圏連携というテーマのため、松江、出雲辺りまでは私の活動エリアです。しかし、浜田、益田や鹿足にも仲間がおり、良く参ります。余談ですが、日原の美加登屋さんや新橋の鮎正の常連でもあります。）
◯　さて、本題

◯　いわゆる出雲的政治・行政風土の限界を感じつつも一言
◯　観光のことは観光客や都市に住むファンやリピーターに、女性起業や子育てのことは女性に聞き、そして年寄りの有力者だけではなく、次世代を担う若い一般市民、女性たちの声なき声に耳を傾ける必要性を痛感
◯　そこで、身近な素材について検証を試みる
◯　鳥取藩のりあいばす「乗り放題手形」を知っていますか？そしてその限界は？

◯　観光客から絶賛され、テレビ、雑誌に松江らしい場所とし
てあまた紹介されたお濠端の家「還」の経験を松江の観光振興と子育てしながらチャレンジする女性起業に生かす方策は？

◯　なかなか実権を離したがらない年寄りではなく、次世代を担うべき若手が参画する意欲を持てるような市政やまちづくりを進めるためにはどうしたらよいか？

◯　松江市民の普段の生活の豊かさを味わいながら、文化や歴史を感じ、散策出来る観光客が歩いて楽しい「お散歩ルート」を城山の周辺一体に完備出来ないか？

◯　具体的には、週末は少なくとも城山、お濠端（大手門駐車場から塩見縄手エンドまで）は歩行者天国にして、観光客は徒歩か堀川遊覧でゆっくりとお城周辺を散策出来るように出来ないか？
◯　堀川遊覧とお散歩ルートの一体化として、お散歩ルートに出店するきれいな屋台で遊覧船のお客さんも買い物が出来たり、遊覧船に向けて橋の上からランチボックスを提供出来たりするような風情も欲しい

◯　そのためには、単なる交通規制だけではなく、その周辺の町並み整備とか気の利いたお店の整備が必要（哲学の道、安心院、小江戸川越はやりすぎにしても、その５分の１くらいのもので松江らしく洗練されたものが欲しい）

◯　歴史資料館は子供達の教育のためにも良い企画とは思うが、そこに構想されている江戸の町並みは本物の町並みでない。観光誘客効果としては、城山周辺の一体的な町並み整備があって初めて生きるもので、点又は線だけの施設整備に終わらせてはもったいない
◯　結論

◯　歴史資料館整備と併せて、大手門から塩見縄手エンドまでの「城山お散歩ルート」を整備し、土日の歩行者天国には、気の利いたきれいな屋台の出店を認めたり、周辺の町並みの市有地や協力してくれる人たちの遊休地を活用して、ポイント、ポイントにコストをかけずに松江の雰囲気にあった貸店舗をつくり、女性や若手起業家、芸術家のチャレンジショップを募る
